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9：20
～

9：30      

開
会
挨
拶

9：30～12：00　【共】
アナフィラキシー（新型コロナワクチンのアナフィラキシー含）

座長：中村陽一・海老澤元宏
アナフィラキシー
ガイドラインの 

現況 

海老澤元宏

アナフィラキシー
の救命救急 

 

中山祐介

昆虫 
アナフィラキシー

の現状 

平田博国

医薬品による 
アナフィラキシー

（COVID-19ワク
チンも含めて）
長尾みづほ

9：30～12：00　【小】
小児喘息の基本知識から最新情報まで

座長：足立雄一・勝沼俊雄
ガイドラインを 
ベースとした 
基本情報 

二村昌樹

長期管理  
A to Z

 
 

滝沢琢己

急性期治療  
A to Z

 
 

堀野智史

喘息病態の 
基本知識

 
 

加藤政彦
9：30～12：00　【内】
アレルギー性肺疾患（類縁疾患）の基本から最新情報まで

座長：佐野博幸・久田剛志
（急性・慢性） 
好酸球性肺炎 

 

杣　知行

アレルギー性 
気管支肺真菌症 

 

小熊　剛

好酸球性多発血
管炎性肉芽腫症　

EGPA 

山崎　章

過敏性肺炎 
 
 

宮崎泰成

9：30～12：10　【内・小】
「必ず役立つ！！吸入指導のポイント（成人・小児）」

13：40～16：20　【内・小】
「必ず役立つ！！吸入指導のポイント（成人・小児）」

9：30～12：20　【内・小】
「喘息の診断とコントロール評価の方法：スパイロメトリー、 
気道過敏性、運動誘発、呼気 NO、広域周波オシレーション法」

13：40～16：30　【内・小】
「喘息の診断とコントロール評価の方法：スパイロメトリー、 
気道過敏性、運動誘発、呼気 NO、広域周波オシレーション法」

10：30～12：00　【小】
「食物経口負荷試験」

13：40～16：50　【小】
「食物経口負荷試験」

9：30～12：00　【皮・小】
「スキンケアと皮膚アレルギーの評価（SCORAD/EASI 評価）」

13：40～16：10　【皮・小】
「スキンケアと皮膚アレルギーの評価（SCORAD/EASI 評価）」

13：40～16：10　【眼】
「簡単！　結膜アレルギー診察のテクニックと涙液 IgE 検査」

9：30～12：00　【耳】
「アレルゲン免疫療法（皮下・舌下）」

13：40～16：10　【耳】
「アレルゲン免疫療法（皮下・舌下）」

13：40～16：10　【耳】
「鼻腔所見（鼻噴霧ステロイド薬のコツ）」

9：30～12：00　【皮】
「皮膚テスト：プリック・スクラッチテスト、パッチテスト」

13：40～16：10　【皮】
「皮膚テスト：プリック・スクラッチテスト、パッチテスト」

9：30～12：00　【基】
粘膜免疫と免疫寛容

座長：伊藤浩明・岡山吉道
腸管免疫寛容 

 
 

大野博司

経口免疫寛容から 
見た経口免疫療法

 
 

八村敏志

食物アレルギーの発症
と腸内フローラ 

 

柴田凉平
9：30～12：00　【眼】
アレルギー性結膜疾患

座長：海老原伸行・内尾英一
花粉結膜炎
の診断と 

治療 

南場研一

春季カタルの
薬物治療 

 

福田　憲

アレルギー性
結膜疾患に
合併する前
眼部感染症
庄司　純

アトピー 
緑内障の 

病態と治療 

松田　彰

アトピー性 
眼瞼炎の 
スキンケア 

峠岡理沙

13：30～16：30　【共】
アレルギー疾患ガイドライン

座長：東田有智・吉原重美
成人喘息 

 
 

永田　真

鼻 
アレルギー 

 

後藤　穣

小児喘息
 
 
 

足立雄一

アレルギー性
結膜疾患 

 

海老原伸行

アトピー性 
皮膚炎 

 

佐伯秀久

食物 
アレルギー 
診療ガイド 

ライン 2021
海老澤元宏

16：30～ 
17：00【共】
新専門医制
度について
座長：大嶋勇成

 

新実彰男
13：40～15：50　【耳】
好酸球性副鼻腔炎・中耳炎

座長：野中　学・吉田尚弘
好酸球性 

副鼻腔炎： 
病態と治療 

吉川　衛

好酸球性中耳炎
 
 
 

金沢弘美

好酸球性ムチンと
上下気道疾患 

 

植木重治
13：40～15：50　【内】
膠原病とアレルギー

座長：庄司俊輔・勝沼俊雄
関節リウマチ
の診断と治療 

 

松井利浩

関節リウマチを
除く膠原病の
診断と治療 

廣畑俊成

自己炎症性 
疾患 

 

井上祐三朗

アレルギーと 
誤診しやすい

膠原病 

新井　達
13：40～15：10　【皮】
接触皮膚炎、蕁麻疹

座長：川上民裕・松倉節子
蕁麻疹 

 
 

葉山惟大

接触皮膚炎 
 
 

鈴木加余子

15：10～17：00　【共】
免疫療法

座長：永田　真・後藤　穣
アレルギー

性鼻炎 
（皮下・ 

舌下）
櫻井大樹

小児 
（皮下・ 

舌下） 

田中裕也

食物 
アレルギー 

 

佐藤さくら

喘息 
 
 

中込一之

13：40～15：50　【基】
免疫学における基礎と新たな展開

座長：岡山吉道・久保允人
免疫細胞のエ
ンドリソソーム
を標的とする新
たな治療戦略

反町典子

アトピー性 
皮膚炎の 
かゆみ 

岡田峰陽

FADS マウスを
用いた 

アレルギー研究 

布村　聡

アレルギー炎症
反応とSTAP

ファミリーアダプ
タータンパク質

柏倉淳一

16：00～17：00【共】
会長企画
オンライン診療の現状と
医療DXの発展と方向性

座長：杉山温人

 
 

武藤真祐

12：20～13：20
教育セミナー 3
これだけは知っておきたい  アレ
ルギー性結膜炎の診断と治療

座長：庄司　純
アレルギー性結膜炎の 

診断と治療
高村悦子

12：20～13：20
教育セミナー 4
重症喘息治療における 
経口コルチコステロイド薬と 
生物学的製剤の位置づけ

座長：西村　善博
重症喘息病態形成
におけるType2炎症
とステロイド抵抗性
大島信治

重症喘息と2型炎症
に起因する併存症に

対する治療戦略
森田恭平

17：10～18：40
イブニングシンポジウム 1
蕁麻疹診療・治療の Tips

座長：矢上晶子・益田浩司
抗ヒスタミン薬の 
セカンドエフォート 

菅井順一

蕁麻疹の診断法と
対処法の Tips 

千貫祐子
17：10～18：40
イブニングシンポジウム 2
年代別舌下免疫療法の導入・維持のコツ

座長：西間三馨
小児期各年代の 
舌下免疫療法 

導入・維持のコツ
岡藤郁夫

舌下免疫療法による
アレルギー性鼻炎 

治療戦略
大久保公裕

17：10～18：40
イブニングシンポジウム 3
気管支喘息の吸入療法

座長：長瀬洋之
小児喘息における 

吸入療法 

板澤寿子

喘息ガイドライン 
改定とこれからの 

喘息診療
權　寧博

17：10～18：40
イブニングシンポジウム 4
アレルギー診断における特異的 IgE
検査の活用方法

座長：中村陽一
特異的 IgE 検査 

福冨友馬

成人アレルギー診療に
おける特異的 IgE 検査

の活用法
鈴木慎太郎

17：10～18：40
イブニングシンポジウム 5
重症喘息の病態と治療

座長：浅野浩一郎
2 型自然リンパ球に
よる好酸球誘導 

機構
茂呂和世

IL-5受容体を標的とすること
でもたらされる重症喘息病態
の改善と臨床予後への期待

松永和人

16：00～17：00
教育セミナー 6
春季カタルに対する免
疫抑制点眼薬の使い方

座長：庄司　純
春季カタル 

福島敦樹

12：20～13：20
教育セミナー 2
もう困らない！ 
蕁麻疹診療のコツ

座長：谷崎英昭

もう困らない！ 
蕁麻疹診療のコツ

森田栄伸

12：20～13：20
教育セミナー 1
喘息における今後のトリプル 
療法の位置づけを予測する

座長：玉置　淳
トリプル治療で見えてくる末梢 
気道病変への新たなアプローチ

大林浩幸

12：20～13：20
教育セミナー 5
吸入療法の重要性

座長：福永興壱

効率的な吸入方法と 
デバイス選択

堀口高彦

16：00～17：00
教育セミナー 7
喘息治療の新展開

座長：原田紀宏

喘息治療 Up to Date 
 

斎藤純平
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「喘息の診断とコントロール評価の方法：スパイロメトリー、 
気道過敏性、運動誘発、呼気 NO、広域周波オシレーション法」

13：40～16：30　【内・小】
「喘息の診断とコントロール評価の方法：スパイロメトリー、 
気道過敏性、運動誘発、呼気 NO、広域周波オシレーション法」

10：30～12：00　【小】
「食物経口負荷試験」

13：40～16：50　【小】
「食物経口負荷試験」

9：30～12：00　【皮・小】
「スキンケアと皮膚アレルギーの評価（SCORAD/EASI 評価）」

13：40～16：10　【皮・小】
「スキンケアと皮膚アレルギーの評価（SCORAD/EASI 評価）」

13：40～16：10　【眼】
「簡単！　結膜アレルギー診察のテクニックと涙液 IgE 検査」

9：30～12：00　【耳】
「アレルゲン免疫療法（皮下・舌下）」

13：40～16：10　【耳】
「アレルゲン免疫療法（皮下・舌下）」

13：40～16：10　【耳】
「鼻腔所見（鼻噴霧ステロイド薬のコツ）」

9：30～12：00　【皮】
「皮膚テスト：プリック・スクラッチテスト、パッチテスト」

13：40～16：10　【皮】
「皮膚テスト：プリック・スクラッチテスト、パッチテスト」

9：30～12：00　【基】
粘膜免疫と免疫寛容

座長：伊藤浩明・岡山吉道
腸管免疫寛容 

 
 

大野博司

経口免疫寛容から 
見た経口免疫療法

 
 

八村敏志

食物アレルギーの発症
と腸内フローラ 

 

柴田凉平
9：30～12：00　【眼】
アレルギー性結膜疾患

座長：海老原伸行・内尾英一
花粉結膜炎
の診断と 

治療 

南場研一

春季カタルの
薬物治療 

 

福田　憲

アレルギー性
結膜疾患に
合併する前
眼部感染症
庄司　純

アトピー 
緑内障の 

病態と治療 

松田　彰

アトピー性 
眼瞼炎の 
スキンケア 

峠岡理沙

13：30～16：30　【共】
アレルギー疾患ガイドライン

座長：東田有智・吉原重美
成人喘息 

 
 

永田　真

鼻 
アレルギー 

 

後藤　穣

小児喘息
 
 
 

足立雄一

アレルギー性
結膜疾患 

 

海老原伸行

アトピー性 
皮膚炎 

 

佐伯秀久

食物 
アレルギー 
診療ガイド 

ライン 2021
海老澤元宏

16：30～ 
17：00【共】
新専門医制
度について
座長：大嶋勇成

 

新実彰男
13：40～15：50　【耳】
好酸球性副鼻腔炎・中耳炎

座長：野中　学・吉田尚弘
好酸球性 

副鼻腔炎： 
病態と治療 

吉川　衛

好酸球性中耳炎
 
 
 

金沢弘美

好酸球性ムチンと
上下気道疾患 

 

植木重治
13：40～15：50　【内】
膠原病とアレルギー

座長：庄司俊輔・勝沼俊雄
関節リウマチ
の診断と治療 

 

松井利浩

関節リウマチを
除く膠原病の
診断と治療 

廣畑俊成

自己炎症性 
疾患 

 

井上祐三朗

アレルギーと 
誤診しやすい

膠原病 

新井　達
13：40～15：10　【皮】
接触皮膚炎、蕁麻疹

座長：川上民裕・松倉節子
蕁麻疹 

 
 

葉山惟大

接触皮膚炎 
 
 

鈴木加余子

15：10～17：00　【共】
免疫療法

座長：永田　真・後藤　穣
アレルギー

性鼻炎 
（皮下・ 

舌下）
櫻井大樹

小児 
（皮下・ 

舌下） 

田中裕也

食物 
アレルギー 

 

佐藤さくら

喘息 
 
 

中込一之

13：40～15：50　【基】
免疫学における基礎と新たな展開

座長：岡山吉道・久保允人
免疫細胞のエ
ンドリソソーム
を標的とする新
たな治療戦略

反町典子

アトピー性 
皮膚炎の 
かゆみ 

岡田峰陽

FADS マウスを
用いた 

アレルギー研究 

布村　聡

アレルギー炎症
反応とSTAP

ファミリーアダプ
タータンパク質

柏倉淳一

16：00～17：00【共】
会長企画
オンライン診療の現状と
医療DXの発展と方向性

座長：杉山温人

 
 

武藤真祐

12：20～13：20
教育セミナー 3
これだけは知っておきたい  アレ
ルギー性結膜炎の診断と治療

座長：庄司　純
アレルギー性結膜炎の 

診断と治療
高村悦子

12：20～13：20
教育セミナー 4
重症喘息治療における 
経口コルチコステロイド薬と 
生物学的製剤の位置づけ

座長：西村　善博
重症喘息病態形成
におけるType2炎症
とステロイド抵抗性
大島信治

重症喘息と2型炎症
に起因する併存症に

対する治療戦略
森田恭平

17：10～18：40
イブニングシンポジウム 1
蕁麻疹診療・治療の Tips

座長：矢上晶子・益田浩司
抗ヒスタミン薬の 
セカンドエフォート 

菅井順一

蕁麻疹の診断法と
対処法の Tips 

千貫祐子
17：10～18：40
イブニングシンポジウム 2
年代別舌下免疫療法の導入・維持のコツ

座長：西間三馨
小児期各年代の 
舌下免疫療法 

導入・維持のコツ
岡藤郁夫

舌下免疫療法による
アレルギー性鼻炎 

治療戦略
大久保公裕

17：10～18：40
イブニングシンポジウム 3
気管支喘息の吸入療法

座長：長瀬洋之
小児喘息における 

吸入療法 

板澤寿子

喘息ガイドライン 
改定とこれからの 

喘息診療
權　寧博

17：10～18：40
イブニングシンポジウム 4
アレルギー診断における特異的 IgE
検査の活用方法

座長：中村陽一
特異的 IgE 検査 

福冨友馬

成人アレルギー診療に
おける特異的 IgE 検査

の活用法
鈴木慎太郎

17：10～18：40
イブニングシンポジウム 5
重症喘息の病態と治療

座長：浅野浩一郎
2 型自然リンパ球に
よる好酸球誘導 

機構
茂呂和世

IL-5受容体を標的とすること
でもたらされる重症喘息病態
の改善と臨床予後への期待

松永和人

16：00～17：00
教育セミナー 6
春季カタルに対する免
疫抑制点眼薬の使い方

座長：庄司　純
春季カタル 

福島敦樹

12：20～13：20
教育セミナー 2
もう困らない！ 
蕁麻疹診療のコツ

座長：谷崎英昭

もう困らない！ 
蕁麻疹診療のコツ

森田栄伸

12：20～13：20
教育セミナー 1
喘息における今後のトリプル 
療法の位置づけを予測する

座長：玉置　淳
トリプル治療で見えてくる末梢 
気道病変への新たなアプローチ

大林浩幸

12：20～13：20
教育セミナー 5
吸入療法の重要性

座長：福永興壱

効率的な吸入方法と 
デバイス選択

堀口高彦

16：00～17：00
教育セミナー 7
喘息治療の新展開

座長：原田紀宏

喘息治療 Up to Date 
 

斎藤純平
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共通 基礎 内科 小児科 耳鼻咽喉科 皮膚科 眼科 ベーシック アドバンス日程表　3月27日（日）

 

9：30～12：10　【内・小】
「必ず役立つ！！吸入指導のポイント（成人・小児）」

13：40～16：20　【内・小】
「必ず役立つ！！吸入指導のポイント（成人・小児）」

9：30～12：20　【内・小】
「喘息の診断とコントロール評価の方法：スパイロメトリー、 
気道過敏性、運動誘発、呼気 NO、広域周波オシレーション法」

13：40～16：30　【内・小】
「喘息の診断とコントロール評価の方法：スパイロメトリー、 
気道過敏性、運動誘発、呼気 NO、広域周波オシレーション法」

9：00～12：10　【小】
「食物経口負荷試験」

13：40～15：10　【小】
「食物経口負荷試験」

9：30～12：00　【皮・小】
「スキンケアと皮膚アレルギーの評価（SCORAD/EASI 評価）」

13：40～16：10　【皮・小】
「スキンケアと皮膚アレルギーの評価（SCORAD/EASI 評価）」

9：30～12：00　【眼】
「簡単！　結膜アレルギー診察のテクニックと涙液 IgE 検査」

9：30～12：00　【耳】
「アレルゲン免疫療法（皮下・舌下）」

13：40～16：10　【耳】
「アレルゲン免疫療法（皮下・舌下）」

9：30～12：00　【耳】
「鼻腔所見（鼻噴霧ステロイド薬のコツ）」

9：30～12：00　【皮】
「皮膚テスト：プリック・スクラッチテスト、パッチテスト」

13：40～16：10　【皮】
「皮膚テスト：プリック・スクラッチテスト、パッチテスト」

9：30～12：00　【小】
食物アレルギー（成人含む）

座長：海老澤元宏・亀田　誠
食物アレルゲン
の基礎と臨床 

 

近藤康人

食物アレルギー
の発症予防 

 

大矢幸弘

消化管 
アレルギーと 

その関連疾患 

山田佳之

成人領域で 
取り扱う 

食物アレルギー 

福冨友馬
9：30～12：00　【内】
成人喘息の基本知識から最新情報まで

座長：相良博典・權　寧博
成人喘息の
病態生理 

 

松本久子

病歴・ 
身体所見・ 

検査 

白井敏博

診断と 
鑑別診断 

 

金廣有彦

ガイドラインに
沿った 
治療 

放生雅章

生物学的製
剤と気管支
サーモプラス

ティ
長瀬洋之

9：30～12：00　【基】
アレルギー疾患の病態生理最前線

座長：岡山吉道・倉島洋介
ヒト化マウスを用
いた重症喘息の

解析 

丸岡秀一郎

慢性特発性 
蕁麻疹の 
病態生理 

岡山吉道

母体と乳児を 
つなぐアレルギー
予防と病態生理 

森田英明

痒みの神経回路
と慢性化 

 

津田　誠
9：30～12：00　【皮】
アトピー性皮膚炎

座長：加藤則人
アトピー性皮膚炎の 

病態と鑑別診断 
 

市山　進

アトピー性皮膚炎の 
スキンケアと治療 

 

川崎　洋

難治性アトピー性 
皮膚炎の治療 

（小児・成人） 

石氏陽三
9：30～12：00　【共】
生物学的製剤の上手な使い方～症例も含めて～

座長：多賀谷悦子・吉原重美
成人喘息の生物
学的製剤による 

治療戦略 

小屋俊之

小児喘息の 
生物学的製剤に
よる治療戦略 

滝沢琢己

アトピー性皮膚炎
の生物学的製剤
による導入・選択
から中止時期まで

井川　健

花粉症の生物学
的製剤による 

治療戦略 

山田武千代

13：40～15：50　【共】
アレルゲンの全て

座長：庄司俊輔・伊藤浩明
アレルゲンの基礎 

 
 

高井敏朗

臨床での環境 
アレルゲン　ペット、 
ダニ、カビ対策など 

二村昌樹

食物アレルゲンの 
構造・エピトープ・ 

交差抗原性に 
ついて

伊藤浩明
13：40～15：50　【共】
薬物アレルギー

座長：末木博彦・山口正雄
内科における 

薬物アレルギーへの 
対応 

山口正雄

日常診療で重要な
薬疹 

 

渡邉裕子

重症薬疹の診断と
治療 

 

末木博彦
13：40～15：50　【内】
特殊なタイプの喘息

座長：新実彰男・金子　猛
職業性喘息 

 
 

原田紀宏

咳喘息と慢性咳嗽 
 
 

新実彰男

ACO 
 
 

金子　猛
13：40～15：50　【耳】
アレルギー性鼻炎

座長：後藤　穣・松原　篤
ガイドライン 

 
 

岡野光博

免疫療法 
 
 

米倉修二

薬物療法 
 
 

太田伸男

下鼻甲介手術 
 
 

細矢　慶
13：40～15：50　【基】
遺伝子から見た免疫・アレルギー

座長：野口恵美子・廣田朝光
アレルギー疾患の 

ゲノム解析の基礎と
現況 

廣田朝光

免疫アレルギー 
疾患における 

オミクス解析の展望 

岡田随象

免疫担当細胞の 
機能ゲノムデータ

ベースImmuNexUT
の活用

藤尾圭志

12：20～13：20
教育セミナー 9
アトピー性皮膚炎
座長：中村晃一郎・成田雅美
実践！患者 

報告アウトカム
（PRO）を用いた

治療ゴールの 
共有と設定
谷崎英昭

アトピー性皮
膚炎治療に 
おける外用 

療法の重要性
中原剛士

12：20～13：20
教育セミナー 11
アレルギー疾患治療の up-to-date

座長：中村陽一
花粉症の 
特徴と 

治療戦略
櫻井大樹

アレルギー専門医
が知っておきたい
花粉飛散時期に
困る皮膚炎の 
予防と対策
矢上晶子

12：20～13：20
教育セミナー 12
上気道、下気道における
Type2 炎症の役割

座長：松元幸一郎
上気道、下気道に
共通するType2

炎症の理解
杣　知行

上下気道のトータ
ルアプローチを考慮
した喘息治療戦略
鶴巻　寛朗

12：20～13：20
教育セミナー 8
バイオ製剤による重症喘息
治療の理想的治療とは

座長：松瀬厚人

データから見る 
重症喘息治療

坂上拓郎

12：20～13：20
教育セミナー 10
遺伝性血管性浮腫（HAE）診療
において なぜ今 QOL 向上を 
目指すのか

座長：山下浩平
遺伝性血管性浮腫の
ガイドラインの変遷と
QOLを障害する全て
の発作治療の重要性

高村さおり

世界が目指す
HAE 治療とは？ 
そして、日本は 
どう追いつくか

本田大介
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「必ず役立つ！！吸入指導のポイント（成人・小児）」

13：40～16：20　【内・小】
「必ず役立つ！！吸入指導のポイント（成人・小児）」

9：30～12：20　【内・小】
「喘息の診断とコントロール評価の方法：スパイロメトリー、 
気道過敏性、運動誘発、呼気 NO、広域周波オシレーション法」

13：40～16：30　【内・小】
「喘息の診断とコントロール評価の方法：スパイロメトリー、 
気道過敏性、運動誘発、呼気 NO、広域周波オシレーション法」
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「食物経口負荷試験」

13：40～15：10　【小】
「食物経口負荷試験」

9：30～12：00　【皮・小】
「スキンケアと皮膚アレルギーの評価（SCORAD/EASI 評価）」

13：40～16：10　【皮・小】
「スキンケアと皮膚アレルギーの評価（SCORAD/EASI 評価）」

9：30～12：00　【眼】
「簡単！　結膜アレルギー診察のテクニックと涙液 IgE 検査」

9：30～12：00　【耳】
「アレルゲン免疫療法（皮下・舌下）」

13：40～16：10　【耳】
「アレルゲン免疫療法（皮下・舌下）」

9：30～12：00　【耳】
「鼻腔所見（鼻噴霧ステロイド薬のコツ）」

9：30～12：00　【皮】
「皮膚テスト：プリック・スクラッチテスト、パッチテスト」

13：40～16：10　【皮】
「皮膚テスト：プリック・スクラッチテスト、パッチテスト」

9：30～12：00　【小】
食物アレルギー（成人含む）

座長：海老澤元宏・亀田　誠
食物アレルゲン
の基礎と臨床 

 

近藤康人

食物アレルギー
の発症予防 

 

大矢幸弘

消化管 
アレルギーと 

その関連疾患 

山田佳之

成人領域で 
取り扱う 

食物アレルギー 

福冨友馬
9：30～12：00　【内】
成人喘息の基本知識から最新情報まで

座長：相良博典・權　寧博
成人喘息の
病態生理 

 

松本久子

病歴・ 
身体所見・ 

検査 

白井敏博

診断と 
鑑別診断 

 

金廣有彦

ガイドラインに
沿った 
治療 

放生雅章

生物学的製
剤と気管支
サーモプラス

ティ
長瀬洋之

9：30～12：00　【基】
アレルギー疾患の病態生理最前線

座長：岡山吉道・倉島洋介
ヒト化マウスを用
いた重症喘息の

解析 

丸岡秀一郎
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岡山吉道
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森田英明
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アトピー性皮膚炎

座長：加藤則人
アトピー性皮膚炎の 

病態と鑑別診断 
 

市山　進

アトピー性皮膚炎の 
スキンケアと治療 

 

川崎　洋

難治性アトピー性 
皮膚炎の治療 

（小児・成人） 

石氏陽三
9：30～12：00　【共】
生物学的製剤の上手な使い方～症例も含めて～

座長：多賀谷悦子・吉原重美
成人喘息の生物
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治療戦略 
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生物学的製剤に
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交差抗原性に 
ついて
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薬物アレルギー

座長：末木博彦・山口正雄
内科における 
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対応 

山口正雄
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渡邉裕子

重症薬疹の診断と
治療 
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13：40～15：50　【内】
特殊なタイプの喘息

座長：新実彰男・金子　猛
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の活用
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（PRO）を用いた
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共有と設定
谷崎英昭
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膚炎治療に 
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中原剛士
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アレルギー疾患治療の up-to-date

座長：中村陽一
花粉症の 
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櫻井大樹

アレルギー専門医
が知っておきたい
花粉飛散時期に
困る皮膚炎の 
予防と対策
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座長：松元幸一郎
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杣　知行

上下気道のトータ
ルアプローチを考慮
した喘息治療戦略
鶴巻　寛朗

12：20～13：20
教育セミナー 8
バイオ製剤による重症喘息
治療の理想的治療とは

座長：松瀬厚人

データから見る 
重症喘息治療

坂上拓郎

12：20～13：20
教育セミナー 10
遺伝性血管性浮腫（HAE）診療
において なぜ今 QOL 向上を 
目指すのか

座長：山下浩平
遺伝性血管性浮腫の
ガイドラインの変遷と
QOLを障害する全て
の発作治療の重要性

高村さおり

世界が目指す
HAE 治療とは？ 
そして、日本は 
どう追いつくか

本田大介


